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章ごとにテ ー マを展開してあります。必要な部分を選んで学ぶこともできますしすべてを通して学ぶこと
で、より深く理解できる構成にしてあります。個人で読み進めるのはもちろん、仲間と意見を交わすこと
で、視点を広げたり、考えを深めたりすることにも適しています。この教材を活用して、 パー トナ ーとの関係

や言動を見直す機会になるでしょう。

Chc1pt町1 w��邸手苫がク！り衷ト
この章では、デートDVに該当する状況を把握するためのチェックリストを紹介しています。
読者は具体的な質問に答えることで、自分や 友人がデートDVに巻き込まれている可能性を

確認できます。

Chc1pt�『2 デ三肘りVQ種l
デートDVにはさまざまな形態があります。例えば、身体的暴力や精神的暴力、経済的暴力、
性的暴力など、被害者が受ける負の影響について詳しく説明します。

Chc1pte,『3 ,ef)嘲阻煤砂巧り蒻VO胡哨ク！し
デートDVには、暴力が繰り返される特徴的なサイクルがあります。この章では、加害者が
優しく接する時期、関係がぎくしゃくし始める時期、そして暴力が爆発する時期という3つ
の段階について詳しく解説しています。

Chc1pte,『4 が芹卜す＝臣墨j匂愛�1J1t'糾釈蒻
パートナ ーから暴力を受けている、また はその可能性がある場合には、具体的にどのような

行動を取れば良いのかをこの章で解説しています。

Chclpt�『59jし肉IJt片卜方＝臣晨j懃芯苔咽し、砂籾
自分の行動を振り返り、暴力的な行動を止めることです。暴力的な行為をやめるには、まず

自分の行動がどのように相手を傷つけているのかを理解する必要があります。

Chclpt�『6 w�肘冽閉愛�1J1l'が珈桓猜他t弱
友人や知人からデートDVについて 相談を受けた際、どのように対応するべきかをこの章で
説明しています。まず重要なのは、相手の気持ちに寄り添い、相手を責めずに話を聞くこと
です。

Chapte,『7 荏達妍デ三肘碗り収ゆ琺懲妨•>�しヽt謡
自分の友人が加害者であると気付いた場合、どのように対処するべきかについて詳しく解説し
ています。友人を非難するのではなく、まずはその行動が相手にどのような影響を与えている

のかを理解させることが大切です。

Chapte,『8 罠凱遁璽倦砂＜匁罪瞑り（まと，，，）
健全で対等な人間関係を築くための基本的な考え方について、解説しています。お互いの意見
を尊重することや、感謝の気持ちを忘れずに伝えること、そして自分の意思を 大切にしつ つ
相手の意思も尊重することが重要です。
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